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　現代 中国の 法 定計 量単位 事情 に 関 し、趙子 敏

氏 か ら原稿が寄 せ られ た の で 、藤 高裕久 会員 に

邦訳 を委 嘱 し、訳文 を整 理 し て こ こ に掲 載す る

こ と と した 。 日本の 計 量法の 抜本 的 な改正 （1992

年）以降 とほ ぼ対 応す る時期 の 隣 邦 の 事情 は 、 参

考 とな る とこ ろ 多大 で あろ う。 紹介の 労 を と ら

れ た両氏 に深 謝す る 。

　訳稿整 理 の 際、術語 （特 に計 量法 制お よび 計

量 単位 に 関す る もの ）の 日 中対応 を読者 に伝 え

る こ とが重要 で あ る と考 え られ たの で 、下記 の

「凡例 」 を設 け て 処 理 した 。

【凡 例 】

1．元 の 中国 文 をほ ぼ忠実 に 日本 文 に 改め る が、

　 自明 の 誤 記 は訂 正 し、必要 に よ り　〈…〉 で
章

　補 足 して 閲読 の 便 をは か る。

2．計 量法制お よび 計量 単位に 関す る術語 は 、 初

　 出箇所 で は 「中国表記 〈→ 日本表 記〉 亅 の 形

　で 示 し 、 以 降は 日本表 記 の み を示 す 。 日本 表

　記は 「計量 法 （1992 年）1 と 『国際単位系 ・国

　際文書 第 6 版 （1991 年）日本語 版 （1992 年）』
’ ＊

　に 整合 させ る 。 た だ し中国表記 で は 、簡体 字

　に 対応 す る常用漢 字が あれ ば 後者 を用 い る 。

3．表 3 の 「そ の 他 の 表 示例亅 、表 4 の 「換算 関

　係 」 は 、 『国際単位系 ・国際文書』等で 知 り

　得 る の で 、こ の 記 事で は割 愛す る 。

4．章節の 番号は 、 1 、 1、 （1）…とす る 。

’

他 の 記 号 （） 、 《 》 、　 「 」 、　 ［］ は 元

　 の 中国 文の とお り。
＃

そ の 後 の 事情 に つ い て は 、 『国際 単位 系 ・

　 国 際文書 第 7 版 （1998 年 ）　 日本語 版 （1999

　 年 ）』 （日本 規格 協会 ）を参照 。

【訳 文 】

　 〈現行の 〉 国際単位制 〈→ 国際単位系〉 （SI）

と は 、メー トル 法 を基盤 と し て 発 展 した もの で

あ り、　 〈従 来 の 〉 メ
ー トル 法 が 現 代 の 諸 事情 に

応 じて 改定 され た も の と して 認識 され て い る 。

〈そ れ は〉 先進性 と実用 性 を 兼ね備 え 、ま た 科

学 的 で あ り、か つ 簡 単 で 判 り易い とい う利 点 を

有 して い る こ とか ら、教 育 ・経済
・科学 技術 な

ど、様 々 な方面 で 採 用 され て い る。 こ の よ うな

潮流 は、　 〈世界 にお い て は＞ 1960 年 に 開 かれ た

第 11回 国際計量 大会 〈→ 国際度量衡総会〉で 国

際 単位 系が 制 定 され て 以 降に 生 じ、 〈現在で は〉

世界 各 国 をは じ め 、国際 的 な機 関 ・ 組織 に お い

て も同 単位 系を採用 す る に 至 っ て い る 。 （一方〉

中国 に お け る こ の よ うな潮流は 、改革 ・開放 政

策 が 実 施 され は じめた 1977 年 に 、《中華人 民 共

和 国　計量 管理 条例 》 が公 布 され 、 そ の 条文の

中 で 、　 〈中国国 内で 使 用 す る 計量 単位を〉漸 進

的 に 国際単位系 へ と
一

本化 させ て ゆ く と の 旨が

明記 され た こ と に 端 を発 して い る。

　 中国にお ける 法定 計量 単位 は 、国家の 法令 に
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よ っ て 、 使 用 可能 な計量単位 が 規 定 され て い る

が 、具体 的 に は 、
SI 単位 を根 本 とす る の と同 時

に 、 現今 の 中国が 置 か れ た諸事情 を勘案 し、そ

の 他 に も若干 の 計量 単位 を適宜増設 し て い る と

い うの が現状で あ る 。 1984 年 、国務院が 《我が

国に お ける法 定計量 単位 の 統
一

、施行 に関す る

命 令 （→ 政令〉》 を発布 して 以 降、ほ ぼ七 年 間

の 努 力 を経 て 、 1990 年 まで に 、中国で は 既に 、

各分野 ・各産業 にお い て 法定計量 単位 へ の 移行

を基本 的 に終 え、 1991 年 以 降 、ご く特殊 な領域

を除 き 、 法定 計量 単位以外 の 計 量単位 の 使用 を

禁止 す るに 及 んで い る。私 見 を述 べ れ ば 、 世界

に 比 して 、 中国 にお け る 国際単位 系 （SI） の 正

式採用は 、やや遅 延 の 憾 は あ る もの の 、
一

旦 採

用が 決定 され て か らの 同制度 へ の 移 行 、そ の 足

並み の 速 さは 、逆に 目 をみ は る もの が あ っ た と

言 え るだ ろ う。 　 〈そ の 結果〉 明 らか に 、　 〈近年

顕著 な〉 中国経 済の 急 速 な伸 張 お よび 社会 の 発

展 、 ま た 中国 と諸外 国 と の 間 で 頻 繁 に 行わ れ る

よ うに な っ た 経済 ・文 化交 流 へ の 大 きな貢献 が

な され た と考 え られ るの で あ る。

　本稿 は 、中国 にお け る計 量単位 の 統 一 ・施行

に 至 るま で の 歴 史 と沿革、法定計量 単位 の 構成

お よ び 常用 計 量単位 の 改定 の 現状 に つ い て 紹介

す る こ とを 目的 とす る もの で ある 。

1 ．中国 に お け る法定計量 単位 の 統一 ・施行 ま

　　で の 歴史 とその 沿革

　 〈1949 年 〉中華人 民 共 和 国の 成立 以前の 旧 中

国は 、　 〈い ま だ） 半封 建的 ・半植 民地 的な状態

に置 か れ て お り、政 治の 腐敗 ・軍閥 の 割拠 ・交

通 手 段 の 途絶な どの 要因 か ら、計 量 単位 制度 お

よび 計量 単位 は相 当に 混乱 し た様 相 を呈 して い

た。 当時 の 中国 に あ っ て は 、ほ とん ど の 地 域が

千年来踏襲 され て きた 度量衡 を依 然 と し て 使用

して い た の で あ るが 、そ れ は 「市制」 と呼 び慣

わ され る もの で あ っ た 。その 「市制」 は ち ょ う

ど、 日本 に お け る 「尺 貫法 」 に相 当す る もの で

あ っ て 、 起源 は 古 く 、 非常に 広 範 囲 に亘 っ て用

い られ て い た の で あ る 。 　 〈 「市制 」 に お け る〉

長 さの 常用 単位に は 、 市里 ・市丈 ・市尺 ・市寸 ・

市分 な ど の 単 位が あ り、また 、そ の 体積 の 常用

単位 に は、市 石
・市斗 ・市 升 ・市合な ど の 単位

が用 い られ て い た 。 さらに質量 の 常用 単位 に は

市担 ・市斤 ・市両 ・市銭な どの 単位が 使用 され

て い た 。

一方 、僻地や 少 数民族の 居 留 地に お い

て は、きわ めて 雑 多な計量 単位 が用 い られ て い

た が、そ の 中に は か な り原 始的な もの も含 まれ

て い た。逆 に、比較 的経済活動 が活 発な沿海部

や 、ま た 工 業が 発達 して い た 都 市や 当該 業種 に

あ っ て は、イ ギ リス の 計量 単位、 も し くは メ
ー

トル 法が 使用 され て い た 。　 〈以 上 に 述 べ た とお

り、 1949 年 以前 の 旧 中国 にお い て は〉 きわ め て

多種 多様な計量 単位 が 並 存す る と い う状況 下に

あ っ た 。 新中国 〈中華 人民 共和 国〉 が 成 立 して

以降 、国 を挙 げて 工 業 ・農 業 の 生産 力 の 向上 、

科 学技 術 の 発 展 に着手 した 結果 、国内外 に お け

る物 資流通の 量は 飛躍 的 に増大 し 、　 〈
一

刻 も早

い 〉統
一

計量 制度 の 実施が 要 請 され て い た の で

ある 。

　 〈1977 年 か らは じま っ た 〉改革 ・開放政 策 に

よ っ て 、活気 あふ れ る発展 が 中国 に もた ら され

た 。経 済 ・科 学技術 ・教育な ど の 各分野 に お い

て さ らな る進 展 を遂 げ、経済 ・技 術に お け る国

際交流 は 頻繁 な もの とな り、　 〈そ の 交流 を 円 滑

な もの に す る ため〉 、国内 の 計量 単位制 度 を 国

際単位系 へ と移行 させ る こ とは 、ます ます も っ

て 急務 と な っ た。我 が 国 に お ける 統
一

計量 制度

実現 まで の 歩 み 、その 歴 史 的変遷 を顧 み る と、

そ の 時 々 に 応 じて 様 々 な政策が 採 られ た こ とが

知 られ るが 、集約 すれ ば、以下 に 記す 五 つ の 政

策 が 決 定的 な役割 を果 た した と言 え るだ ろ う。

1．1959 年 6 月 25 日、中国国務 院 は 、 《計 量制

　度の 統
一

に 関す る政 令》 を発布 した が 、 同政

　令 は 、 メ
ー

トル 法 を 中国 に お け る基本 的な計

　量制 度 と し て 定 め 、　 〈メ ー トル 法 の 〉 全 国規

　模 で の 普及 、 更 に は 市制 の 改革、イ ギ リス 流

　の 計 量 単位 〈の 使用 〉の 制 限 、雑 多な計 量単

　位 の 撤廃 を企 図 した もの で あ っ た 。 こ れ に よ

　 り 、 1949 年 以前 に認 め られ た よ うな計量 制度
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　 の 混乱 は
一応 収拾 され 、国 内に お け る計 量制

　度は 、 基本 的に メ
ー

トル 法に 統
一 され た の で

　あ る 。 　 〈現在か ら顧 み れ ば〉 こ の 政令に よ っ

　 て 、 我 が 国の 計量制 度 は 統
一

され 、更 に は そ

　の 後 、メ
ー

トル 法か ら国際単位 系 へ と 〈発展

　 的 に 〉移行 す る確 固 と した基礎 を築 い た こ と

　が 理解で きよ う。

2．1977年 5 月 27 日、中国国務院 は 、 《中華人

　民共 和国計量管理条例》を発布 ・施行 した が 、

　 こ の 条例 は全 国 の 計 量管理 事業所 に 通達 され 、

　部署 の 割 り振 り と業務に お け る具 体的な規定

　を明示 し た もの で あ っ た
。 また 、同条令の 第

　三 条に は 、 我 が 国の 基本的計 量制度 は メ
ー

ト

　ル 法 に 則 る こ と、　 〈状況 に 応 じ て 〉逐 次、国

　 際 単位 系 へ 移 行 させ て ゆ く との 旨が 明記 され

　て い た の で あ る 。 　 〈1977 年〉 当時の 状況 下 に

　お い て 同条令は、　
“
計量 法

”
と同様 な機 能 を

　果 た し、 これ に 基づ い て 、中国 は今 後 、漸 進

　的 に 国際単位系 へ と移 行 して ゆ くとの 意志 を

　表 明 した の で あ る。爾後 、国務院 の 批准を 経

　 て 、　 〈準備機 関で あ る〉　
“
国際 単位 制推進 委

　員会
”

が発足 し 、 以 降 、 同 委員会 を 中心 に 、

　事業が 展 開 され る こ と に な る の だ が 、 こ れ こ

　 そ 、我 が 国 にお け る国際 単位 系 導入 に 向けた

　本 格的 なプ ロ ジ ェ ク トの 開幕 を意 味する もの

　で あ っ た 。

3．1981 年 7 月 14 日、国務院 の 批 准 を経 て 《中

　華人 民 共和 国、計量 単位の 名 称 お よび 、そ の

　記 号 に 関す る方案》 が 公 布 され た が 、こ の 方

　案 で は 、国際単位 系 を根 幹 としな が らも、 〈な

　お 〉従 来か ら の 計量 単位 も若干 なが ら容認 す

　 る とい う内容を 有 して い た 。 こ の 方案が公 布

　 され て の ち、国内 の 特定 地域 ・分 野 にお い て

　試 験的 に 実施 され たが、　 〈そ の 目的 は〉 同 方

　案の 社 会 にお け る認 知度 を高 め る とともに 、

　実際 の 施行 を 通 して 、問題 点 ・改善点 を洗い

　 だそ うとい うもの で あ っ た。 弛 まず行 われ た

　実験的な施行 と研究 を経て 、
つ い に は 、我が

　 国 にお い て 法 定計量 単位 を制 定す る に あた っ

　て 、 ほ ぼ最善 の 条件 を備 え る に 至 っ た の で あ

　 る。 こ の 方案 こ そ 、我 が国 に お ける 法定 計量

　 単位制 の 雛型 と も呼 ぶ べ き もの で あ っ た 。

4．1984 年 2 月 27 日 、国務院 に よ っ て 、 《我 が

　 国 に お ける 法定計 量単位 の 統一 ・実 行 に 関す

　 る 政令》が発布 され 、中国 の 法定計量単位制

　度 を先 進的 な国際 単位系 に 準拠 させ る こ と、

　お よ び 、国 内の 計量単位 を
一

層 統
一

させ るべ

　 き こ とが 決 定 され た 。 　 〈こ の 政令 に盛 り込 ま

　れ た 条項の 中で 〉特 に 強調す べ きは 、国 内の

　計 量 単位 を全 て 《中華人 民共 和 国法 定計 量単

　位》に
一

本化す るこ とを明記 した 点で あ ろ う。

　同年 3 月、旧 国家計 量局 は 、 《法定 計量 単位

　の 普及 に 関す る 意見書》 を発 表 した が 、　 〈そ

　の 意見 書に は 〉具体的な実施 目標 ・要求 と 〈そ

　の た めの 〉施 策 が明示 されて い た 。

　 〈そ こ に 記 され た 〉具体的な 目標 と は 、 二 十

　 世紀 、八 十年 代 の 末 まで に 法 定計 量単位 へ の

　移 行 を基 本的 に 終 え る事 で あ り 、
1990 年 とい

　 う年 限 まで に 、国内 の あ らゆ る業務 ・分野 に

　お い て 、完全 に 同計 量単位 へ と移 行 す る こ と

　 で あ っ た。更 に は、 1991 年 1 月 を期 して 、特

　殊 な 分野 を除い て 、 法定計 量 単位以外 の 計量

　単位 の 再 使用 を 固 く禁ずる 、 と い う条項 も付

　 記 され て い た の で あ る。既 述 し た 一連 の 政

　令 ・意見書 を受け て 、 全 国的 な規模で 法定計

　量単位 の 宣伝 と普及 を 意図 した キ ャ ン ペ ー
ン

　 が 展 開 された 。

5．1985 年 9 月 6 日 、 第六 回 全 国人 民代表 大 会、

　常務委員 会、十 二 期 会議 に お い て 、 《中華 人

　民共 和 国計量法 》が 可 決 され た 。
こ の 法律 の

　骨子 は 、 国内 に お け る計量 単位 の 統
一

と依 る

　 べ き量 の 標準を く法的に 〉保 障す る こ と に あ

　 っ た 。同法第三 条 には
“

国際 単位 系 を国 定 の

　計量 単位制度 とする こ と
”

、　
“

国際単位系お

　 よび 国家 が選 定 した その 他 の 計 量単位 を国家

　の 法 定計 量単位 とす る こ と
”

と い う条文 が 、

　明記 され て い る 。 　 〈つ ま り、1984 年 の 政令 に

　ひ き続い て〉再 度国 の 内外 に 対 して 、中国 に

　お け る 法 定 計 量 単位 は 国際 単位 系 に 準拠 し

　 〈か つ
、 若干 の 例外 は あ る も の の 〉基 本 は全
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　 く国際 単位系 と同様 で ある こ とを表 明 した の

　で あ る 。 既 に 述 べ た よ うに 、 1984 年 まで の 我

　が 国に お け る計 量 単位 に関す る規定 は 、行政

　府 （国務院 ） の 発す る政令 と い う形式 に 終始

　 して きた が 、 〈1985 年 に到 っ て〉 は じめて 、

　立 法府 （全国 人民 代表大会） の 承認 を得 、 法

　律 と して 確固た る地位を築い た の で あ る 。

　現 在、 中国 に お け る各産業 ・各分野 ともす で

に 、 全面 的 に法 定計 量単位 へ の 移 行 を遂 げて い

る。 しか しな が ら、諸外国 と の 貿易 に際 して 使

用 され る 計 量 単位 は、利便性 を図 るた め、　 〈他

の 計量 単位 と〉併用 され て い る 、 と い うの が実

情 で ある 。

2 ．中国 に おけ る法 定計量 単位 の 構成

　繰 り返 し述 べ る が
、 中国 に お け る法 定計 量単

位は 国際単位系を主軸 と し、同 時 に 現今 の 中 国

が 置 か れ た 状 勢に 鑑 み、適宜 増設 され た 他 の 計

量単位 とに よ っ て 構 成 されて い る。具 体的 には、

以下 に 記す 六 つ の 部門か ら成 り立 っ て い る 。

1．SI 基本 単位 （表 17 単位 を記載 ）

2．SI 補 助 単位
串

（表 2　 2 単位 を記載 ）

3．専 門名 称 〈→ 固有 の 名 称〉 を も つ SI 導出単

　位 〈→ 組立単位〉　 （表 3　 19単位 を記載）

　SI 組 立 単位 とは、係 数 を 1 とす る単位 定義方

程式 に よ っ て 導 出 され る もの で あ り 、 そ の 場合

基礎 とな る単位 は、SI 基本 単位 お よび SI 補助

単位 で あ る 。 表 3 に列 記 した よ うに 、
SI 組立 単

位は 乗 法 あ る い は 除法 の 数学記号 で 表 され る が 、

こ れ らは 皆 、 SI 基 本単位お よび SI 補 助単位を

代数 式 に あて は め た結果 、導 き出 され た もの で

あ る 。 　 〈一定 の 定義方程式 に 則 して 〉 導き出 さ

れ る量は 、す べ て
一

つ の SI 単位 を も つ の で 、組

立単位が 多数 に 及 ぶ こ とは周 知の 事実 で あ る 。

表 3 に 列記 した 19 個 の 単位 は皆 、固有 の 名 称 を

もっ SI 組 立単位 と して 区 分され るが 、　 〈何 故 、

固有 の 名 称 を与 え て 区別 す るの か とい うこ とに

つ い て は 〉 以 下 に 記す 二 つ の 理 由が 存す る 。

　  表 3 で 列挙 した 単位 は、使 用 され る 頻度 が

　　高 く、広 汎 に応用 され る もの ばか りで あ り、

　 　 こ れ らを SI 基本 単位 を用 い て 表 す とす れ

　　 ば 、 読 む に つ け 、 書 き取 る に っ け 、 煩わ し

　　 い 限 りで あ る 。 〈そ れ 故〉 固有 の 名 称 と記

　　号 を く別個 に 〉 与 え 、便 宜 を図 っ た の で あ

　 　 る。例 えば 、SI 基本 単位 を用 い て
“
力

”
を

　　表 示 し よ うと した場合 、 そ の 名称 は
“

キ ロ

表 lSI 基 本 単位

量 の 名称 単位名称 単位符 号 〈→ 単位記 号〉

長 度 （→ 長 さ）

質 量

時間

電 流

熱 力学温 度

物 質的 量 （→ 物質量 ）

発 光強 度 （→ 光度）

米

千 克 （公 斤）

秒

安 〔培〕

升 〔尓文 〕

摩 〔尓〕

坎 〔徳拉 〕

〈→ メ
ー トノレ〉

〈→ キ ロ グラ ム 〉

（→ ア ン ペ ア〉

〈→ ケ ル ビ ン 〉

〈→ モ ル 〉

〈→ カ ン デ ラ〉

mkgSAKmolcd

表 2　SI補助単位

量の 名称 単位名 称 単位記号

平 面 角

立体角

弧 度 　〈→ ラ ジア ン 〉

球 面度　　〈→ ス テ ラジ ア ン 〉

radsr

＊ 〈訳 注＞ 1995 年、補助単位は廃 止 され、 こ れ ら 2 単位は組 立 単位 に含め られ た 。
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表 3　固 有 の 名 称 を もつ SI 組 立 単位
¢

量の 名称 単位名 称 単位 記 号

頻率 〈→ 周波数 〉

カ、重力

圧 力 、圧 強
＃

、応力

能 〈→ エ ネル ギー〉 、

功 〈→ 仕事〉 、 熱 〈→ 熱量〉

功率 〈→ 工 率 〉 、 幅射 通量 く→ 放射 束〉

電荷 量 〈→ 電 気量 、電 荷〉

電位 、 電圧 、電動勢 〈→ 起電力 〉

電容 〈→ 静電 容量〉

電阻 〈→ 電気 抵抗〉

電導 〈→ 電気 の コ ン ダク タン ス 〉

磁 通 量 〈→ 磁 束〉

磁通 量密度 、磁 感応 強度
卓紳

〈→ 磁 束密度〉

電感 〈→ イ ン ダク タ ン ス 〉

摂氏 温 度 〈→ セ ル シ ウス 度〉

光通 量 〈→ 光 東〉

光照 度 〈→ 照 度〉

放射 性活度 〈→ 放射 能〉

吸収 剤量 〈→ 吸収線量 〉

剤 量 当量 〈一→ 線量 当量〉

赫 〔茲〕

牛 〔頓 〕

岶 〔斯雫〕

焦 〔耳〕

瓦 〔特 〕

庫 〔侖〕

伏 〔特〕

法 〔拉 〕

欧 〔姆 〕

西 〔門子〕

韋 〔伯 〕

特 〔斯拉〕

亨 〔利〕

摂 氏度

流 〔明〕

勒 〔克斯〕

貝 可 〔勒尓 〕

戈 〔瑞 〕

希 〔沃 特〕

〈→ ヘ ル ツ 〉

〈→ ニ ュ
ー

トン 〉

〈→ パ ス カル 〉

〈→ ジ ュ
ール 〉

〈→ ワ ッ ト〉

〈→ ク
ー

ロ ン 〉

〈→ ボル ト〉

〈→ フ ァ ラ ド〉

〈→ オ ーム 〉

〈→ ジー
メ ン ス 〉

〈→ ウ ェ
ーバ 〉

〈→ テ ス ラ〉

〈→ ヘ ン リ
ー〉

〈→ セ ル シ ウス 度〉

〈→ ル ー
メ ン 〉

〈→ ル ク ス 〉

〈→ ベ ク レ ル 〉

〈→ グ レ イ〉

〈→ シ ーベ ル ト〉

Z

　

a

凵
闘

ND

量

JWCVF

Ω

S

恥

TH

℃

 

h

助

劔

函

〈訳 注〉
’

表 の 右端 の 第 4 列 に 、 そ の 他の 表示 式 の 例 が示 され て い る が 、 『国 際単位 系 ・国際文

　　　　書』 の 各版 に 例示 され て い る もの と同類 な の で 、こ こで は割愛す る 。

　　
＃

圧 強は 、 圧 力の 別 称 。

　　
辮

磁 感応強度は 、 磁 通 量密 度の 別 称 。

　 グラ ム ・メ
ー

トル 毎二 次方秒
”

　 〈→ 毎秒 毎

　秒 〉とな り、単位記 号 も
“

kg・m ／s2
”

とな る 。

　 一
見 して 判 る よ うに、きわ めて 不便 ・煩 瑣

　で あ る こ とか ら 、 　
“

ニ ュ
ー

トン
”

とい う固

　有の 名称 を 与 え 、単位記 号 に も
“

N
”

を配 し

　 て 、使用 の 便 に供 した 次第 で あ る。

  〈ま た 〉物 理 量 と して は異な る に も拘 らず 、

　 SI 基本 単位 を用い て 数式 で 表示 した 場合 、

　同 じ表 記 に な る もの が 存す る 。 そ うい う場

　 合 は 、そ れ ぞれ に 固有 の 名 称 を与 え、明瞭

　 に 区別 で き るよ うな措置 を 施す必 要 が 生 じ

　て くる 。 例 えば周 波数 と放 射能 の 場合 、SI

　基本 単位 を用 い て 数式 で 表 す とする と 、 共

に
“
s
−1”

とい う表記 に な る 。 こ の 二 者の 違

い を分明に す る た め 、一方 に は
“

ヘ ル ツ
”
、

他 方に は
“

ベ ク レ ル
”

と い う固有 の 名 称 を

与 え 、単位 記 号 もそれ ぞれ
“
Hz

”
、

“
Bq

”

を用 い 、周波 数 と放 射能 との 差 異 を明確 に

す る。吸収線量 と線量 当量 に つ い て も同 じ

こ とが言 え る。こ の 二 者 も、SI 基本 単位 を

用 い て 数式 で 表 した 場合 、共 に
“

J／kg
”

と

表 示 され、混同 され やす い
。 そ こ で 両者 が

量 と して 異 な るこ と を示 す た め 、お の お の

に
“
グ レイ

”
、

“
シ ーベ ル ト

”
とい う固 有

の 名称 を与 え て 区別 す る 。 単位 記号 もそれ

ぞ れ
“
Gy

”
、

“
Sv

”
と表 記 し、二 者 の 違い
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を明確 にす る の で ある 。

4．国 家の 選 定 に よ る非 SI 単位 （表 4　15 単位

　 を記載 ）
’

　下 掲の 表 4 は 、我が 国に お け る法 定計量 単位

の 中で 、非 SI 単位 に属す る 15 単位 を表示 した

もの で あ る 。 これ ら 15 単位は 、 中国に お い て 早

くか ら使 用 され て い た もの で あ る と同時 に 、国

際社会に お い て もきわ め て 通用 範 囲 の 広 い もの

と し て 認知 され て い る 。

　なお 、 くこ れ ら 15 単位 の うち＞ 10 単位は 、

〈現在で は＞ SI 単位 と の 併用 に な っ て い る こ と

を附記 してお く 。

5． 〈既述 の 〉諸単位 で 構成 され る組 み 合 わせ 形

　式 の 単位

　各分 野 に お け る 、組 み 合わ せ 形 式 の 単位 の 需

要 は大 きい もの と言 わ なければ な らな い が 、そ

れ らを逐
一

正 式 に認 可 す る こ とは 事実上 不 可能

で あ り、また必要 の な い こ とで もある。それ 故 、

我 が 国で は 、組み 合わせ 形 式 の 単位 を 、　 〈1〜 4

に既 述 した諸単位 の よ うな表 の 形で 〉 具体 的 に

列 記す る こ とは
一

切 ない 。 くた だ社会の 〉需 要 ・

実用 ・習慣 に基 づ い て （諸 単位 を〉組 み 合 わせ

る こ とで 使 用 に供 し て お り、それで 充 分 こ と足

り 、 また融通性 を保 持す る に 至 っ て い る 。

　 我 が 国 の 法 定計量 単位 の うち、組 み 合 わせ 形

式 の 単位 （以 降 、 組 み 合わせ 単位 と略称〉は 、

SI 基本単位 （7 単位）、SI 補助 単位 （2 単位）、

固有 の 名 称 をもつ SI 組 立 単位 （19 単位） 、 国

家の 選 定 に よ る非 SI 単位 （15 単位 ）、計 43 単

位 に よ っ て構成 され る。

　以 下 、 六 つ に 分類 し 、 お の お の に つ い て 例 を

挙 げる 。

（1） SI 基本 単位で 構成 され る 組み 合 わせ 単位

　例 ： 面積 単位　　平方 メ
ー

トル （m2）

表 4 国家 の 選 定 に よる非 SI 単位

量の 名称 単位名称 単位 記号

時 間

平 面角

回転速度

長 さ

速度

質量

体積

能 〈→ エ ネ ル ギー〉

減衰 量

綫密 度 〈→ 繊度〉

分

〔小 〕吋 〈→ 時〉

天 （日） 〈→ 日〉

〔角〕 秒 〈→ 秒〉

〔角〕 分 〈→ 分〉

度　　〈→ 度〉

毎分 〈→ 回 毎分 〉

海 里
榊

〈→ 海里〉

「与
＊＊

　〈
一

》 ノ ソ ト〉

唾 〈→ トン 〉

原 子 質量単位

升 〈→ リ ッ トル 〉

電子伏 く→ 電子 ボ ル ト〉

分貝 〈→ デ シ ベ ル 〉

特［克斯】〈→ テ ク ス 〉

minhd

（
”

）

c）

（
°

）

r／minnmilekntuL

、　 （1）

eVdBtex

＊＊ ＊

　 ＊ 〈訳 注〉表 の 右端 の 第 4 列 に 、換 算関係説 明が 示 され て い るが 、 『国 際単位 系 ・国

　　　　　 際文 書』の 各版 に示 されて い る もの と同 類なの で 、 こ こ で は 割愛す る 。

＊＊ （原 注 ）航海 ・航空関係 にお い て の み使 用 。

＊＊＊ （原注） 1tex ＝ lg／km。
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　　 体 積単位　　立方 メ
ー トル （m3 ）

　　 速度単位　　メ
ー

トル 毎秒 （m ／s ）

　　 加 速度 単位 　 メ ー トル 毎秒 毎秒 （m ／s2 ）

　　 密度単位　 キ ロ グラ ム 毎 立方 メ
ー

トル

　　　　　　　　　（kg／m3 ）

　　 そ の 他

（2） SI 基本 単位 と SI 補助 単位 とで 構 成 され る

組み合 わせ 単位

例 ： 角 速度単位 　　ラ ジ ア ン 毎秒 （rad ／s ）

　　 放 射強度 単位　ワ ッ ト毎 ス テ ラ ジ ア ン

　　 　　 （W／sr ）
富

　　 そ の 他

＊ 〈訳 注〉固有の 名 称 を もつ SI 組 立 単位 と、

　 SI 補助 単位 とで 構成 され て い る 。

（3）SI 基本単位 と固 有の 名称 を もつ SI 組 立 単

位 と で 構成 され る組み合わ せ 単位

例 ； 力 矩 く→ カ の モ
ー

メ ン ト〉単位 　 ニ ュ
ー

　　　　 トン メ
ー

トル （N・m ）

　　 圧 力 単 位 　 ニ ュ
ー

ト ン 毎 平方 メ ー トル

　　 　　 　（N／m2 ）

　　 比 熱容 単位　ジ ュ
ー

ル 毎キ ロ グ ラ ム 毎 ケ

　　　　 ル ビ ン （J／（kg・K））

　　 粘 度単位 　パ ス カ ル 秒 （Pa・s ）

　　 抵抗 率単位 　オーム メ
ー トル （Ω ・

rn）

　　 そ の 他

（4） SI 単位 （基本単位 ・補 助 単位 ・組 立 単位

の 総 称 ）と国家の選 定 に よ る非 SI 単位 とで 構

成 され る組み合 わせ 単位

例 ： 電能 〈→ 電力 量〉 単位 キ ロ ワ ッ ト時

　　 　　 　（kW・h）

　　 速度単位 　　キ ロ メ
ー

トル 毎 時 （km／h）

　　 物 質 輸送 の 輸送 量単位 　 トン キ ロ メ
ー ト

　　　　 ノレ　（t・km）

　　 そ の 他

（5）国家の 選 定 に よ る非 SI 単位同 士 で構 成 さ

れ る組 み合わせ 単位

例 ； 質量 流量単位 　 トン 毎 時 （t／h）

　　 体積 流 量単位　 リッ トル 毎分 （L／min ）

　　 そ の 他

（6）SI 単位
一

つ を分母 と し、分子 を 1 と して

　構 成 され る 組み 合わ せ 単位

　例 ： 綫 〈→ 線〉 膨張係 数 単位 　毎セ ル シ ウ ス

　 　　度 （℃
一
り

　　　波数単位　毎メ ー トル （m
’t
）

　　　放射 能 単位 　毎 秒 （s
辱
り

　 　　 その 他

　以 上 （1） 〜 （6） を総括 す る と 、 い わ ゆ る組

み合 わ せ 形 式 に よ る単位 とは 、要 は二 つ もし く

は 二 っ 以 上 の 単位を組 み 合わせ て 、 乗 法 ・除法

と い う数学記 号 で 表示 する 単位 で あ り、ま た 、

分 母 に
一

単位 の み をもち、分 子 を 1 とす る 単位

を包 括す る、 と言 えよ う。

6． 10 の 整乗数倍
寧

を表 す詞 頭 〈→ 接頭語 〉 と既

　 述 の 単位 とで 構成 され る単位

（表 5　接 頭語 、16 個 を記 載）

’

　〈訳注〉　 『国際単位系 ・国 際文 書』の 第 7 版

　　 （1998 年）の 日本 語版 （1999 年）で は 、「10 進

　　 の 倍 量及 び分量」と訳 され る こ とに な っ た 。

　 SI は 、　
“一量一

単位
”

の 原則 を 堅 持 して い る

が 、 それ と同時 に 、 様 々 な ケース に お け る 〈単

位 使用 の 〉需要 を満 た して い る 。 以 下 、 10 の 整

乗 数倍 を表 す接頭語 を用 い る こ とで 表示 が 簡便

とな る例 を四 つ ほ ど挙げ る 。

例 （1） ： 地球 か ら太陽 まで の 平均 距離 は 、

　 　　 　 150000000000m で あ る が 、　 〈G＝ギ

　　　　ガ と い う接頭 語 を使 用 す る こ とで ＞

　　　　150Gm と表示 す る こ とが可 能 で ある 。

　 （2） ： 地 球 か ら月 ま で の 平均距 離 は 、

　 　　 　384000000m で あ るが 、　 〈M ； メ ガ と

　 　　 　い う接 頭 語 を使 用す る こ とで ＞ 384Mm

　　　　と表示 す る こ とが 可 能で あ る。

　 （3） ： 人間 の 頭 髪の 直径 は約 0．000075m で

　　　　あ る が 〈μ
＝ マ イ ク ロ とい う接頭語 を

　　　　使用す る こ とで ＞ 75 μ m と表 示 す る こ

　　　　とが可 能で あ る 。

　 （4）：水 素原子 の 半径 は約 0．000000000050m

　　　　で ある が くp ＝ ピ コ と い う接頭語 を使用

　　　　す る こ と で ＞ 50叩 と表示す る こ とが 可

　　　　能 で ある 。
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表 5　 10 の 整 乗数倍
’

を構成 す るた め に用 い る接頭語

表す 因数 〈→ 倍数〉 接頭語名称 接頭語 記 号

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

2

　

5
　

8

852

　

　

　

　

L2369

且

Ll

i

　
且

　

1

　

9

　
5

　

3

　
L

　疊
　

冒
　
一
　

一
　

一
　
−
　

一

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

11

　

1
　

1
　

1
　

1
　

11

　

1
　

1
　

1
　

1
　

111

艾 〔可炉〕

拍 〔它〕

太 〔拉〕

吉 〔珈〕

兆

千

十

分

厘

毫

微

納 〔諾 〕

皮 〔可 〕

飛 〔母托〕

阿 〔托〕

〈→ エ クサ 〉

（→ ベ タ〉

〈→ テ ラ〉

（→ ギ ガ 〉

〈→ メ ガ〉

〈→ キ ロ 〉

〈→ デ カ 〉

〈→ デ シ 〉

〈→ セ ン チ〉

〈→ ミ リ〉

〈→ マ イ ク ロ 〉

〈→ ナ ノ〉

〈→ ピ コ 〉

〈→ フ ェ ム ト〉

〈→ ア ト〉

EPTGMk

曲

dCm

μ

nPfa

＊ 〈訳 注＞ 1999 年 以後 の 訳 語 は 「10 進 の 倍 量及 び 分 量」 、本節 の 冒頭の 訳 注 を参 照。

　 （原 注） 1993 年、ISO31 第三 版 （1992 年発 行）に 記載 され て い る 国家標 準 《量 と単

　　　　 位》GB3100〜 3102を検索 した とこ ろ 、 新た に 4 個の 接頭 語 が 増設 され て い

　　 　　 　た 。 それ ら 4 個 の 接頭語 とは 、以下 に記 す とお りで ある 。

1024

1021

10
冒2匸

10
−24

充一它

澤 它

仄 普托

仏 科托

〈→ ヨ タ〉

〈→ ゼ タ〉

〈→ ゼ プ ト〉

〈→ ヨ ク ト〉

YZZy

3 ．常用 計 量単位の 改制状況

　 〈SI 化 を中心 とす る〉法定計 量単位制度 の 実

施 は 、各産 業 ・各分 野 は も とよ り、津 々 浦 々 、

老若 男女 、国 民 生活 に も深 く浸透 させ る べ きも

の で あ っ た 。　 〈そ れ 故 、ま ず〉 伝統 ・習慣 に基

づ く計 量単位 〈既述 の 「市制 」 な ど〉 を一掃 す

る と共 に 、国 民 に 法定計 量 単位 に親 しん で も ら

うこ とか ら始 め なけれ ばな らなか っ た 。 計量制

度改変 の 事業は 大 規模 で 、そ れ に 困難が伴 うで

あ ろ うこ とは 予想 され て い た。真 っ 先 に 着手 さ

れ たの は、様 々 な宣伝 活動 で あ っ た 。 例 を挙 げ

る と、解説 ・講座の 開催 、宣伝 用 パ ン フ レ ッ ト

の 作成 と配布 、また新 聞 ・雑 誌 な どの 刊 行物 、

テ レ ビ
、 ラ ジオ な ど各種 メ デ ィ ア を利用 して 宣

伝 に努 め る こ と が進 め られ た 。 そ の 結果 と し て 、

誰 もが 〈法定計 量単位 の 存在 を〉認 知す る に 至

っ た
。

こ うし て 、制 度改 変の 基盤 が で き あが っ

た 。 1984 年 に 国 務院が公 布 した 《政令》か ら現

在に 至 るま で 、そ の 成果 に は め ざま し い もの が

あ る 。 以 下 、我 が 国にお ける 常用計 量 単位の 改

制状 況 を紹介す る 。

L 長 さ の 単位

　長 さの 主 な単位 は メ ー トル （m ）で あ る 。 　くそ

の 他 に 〉海 里 （nmile ） もまた 法定計 量単位 と

し て 認 可 され て は い るが 、その 使用 は、航海 ・

航 空 関係 に お い て の み 許 可 され て い る 。 現在 で

は 市里 ・市丈 ・市尺 ・市寸 な ど の 旧来 の 市制 単
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位 は （法 に よ っ て）禁止 され て お り、イ ギ リ ス

流 の 単位 、英里 （→ マ イ ル 〉 （mile ）、碕 〈→ ヤ

ー ド〉 （yd）、英尺 〈→ フ ー ト〉 （ft）、英 寸 く→

イ ン チ 〉 （in）な ど の 使用 も取締の 対 象 とな っ て

い る 。 更 に 費米 く→ フ ェ ル ミ〉 （fm）、埃 〈→ オ

ン グス トロ
ーム 〉（A ）、光年 （L．Y）

寧

、秒差距 〈→

パ ーセ ク〉 （pc ）、天文 単位 距離 （A）＃

もまた 同

様 で ある 。

　 〈訳注〉
’
Ly ．とす る場合 もあ る 。

　　　　
＃

ua ，
　 au ，

　 AU とす る揚合 もあ る 。

　計量器 具 も改 め られ た が 、特 記す べ きは 、商

品 取 引に使 用 され て い た市 制尺 を廃 止 した こ と

で あ る。現 在で は、市制尺 の 替 りに 、長 さ 1 メ

ー
トル また は 0．5 メ

ー トル の メ
ー トル 尺 が 使用

され て お り、こ れ に 関す る移行 は 、 1990 年 代初

頭 に お い て 既 に 終了 して い た 。

2．質量の 単位

　質量 の 主 な単位 は キ ロ グ ラム （kg）で あ る。

更 に トン （t） と原子 質量 単位 （u ） も、法 定計

量 単位 と して認 可 され て い る 。 現在 で は 、市担 ・

市 斤 ・市 両 ・市銭 な どの 市制単位 は く法 に よ っ

て 〉禁止 され お り、イ ギ リス 流 の 単位 、磅 〈→

ポ ン ド〉　 （lb） 、 盍 司 〈→ オ ン ス 〉　 （oz ） な ど

の 使用 も取締 の 対象 とな っ て い る 。 更 に 、宝石

の 質量 を表示 す るに 際 して 使用 され る ［米 制］

克拉 〈→ メ
ー

トル 系カ ラ ッ ト〉　 （ct ） もまた 、

使 用 が 〈法 に よ り〉制 限 され て い る。 カ ラ ッ ト

は 、国際 間に お け る商取 引の 慣行上 、比 較 的使

用 され る場合 が 多い
。 　 （そ れ 故〉必 要 性 が 認 め

られ た 場合、対外 貿易 に 限 っ て 併用 を認 め て い

るが 、国 内の 商品取 引に関 して 言 えば、カ ラ ソ

トと い う単位 を使用 する こ とは 違法 で ある 。 因

み に 1 メ
ー トル 系カ ラ ッ トは 200mg に 相 当す る

が 、現 実 と して 、同 単位の 使用 に 関す る需要 は

く国 際間 の 商取 引以外〉 ほ とん ど無 い 、 と言 っ

て も過 言 で は な い
。

　 質 量の 計量器 具に は、地秤 〈地 面 と同 じ高 さ

に据 え付 け る 、 大 きな台ば か り〉 、 台 ばか り 、

案秤 〈卓上 は か り〉、バ ネばか り、竿 ばか り、

電子 ばか りな どの 種類が あ る が 、い ず れ も既 に

対応 を終 えて い る 。 質量単位の 改制 に あ た っ て

最 大 の 眼 目とな っ た の は 、　
“
市制 に基 づ くは か

り
”

を淘汰 し 、

“

キ ロ グ ラ ム 制 に則 したは か り
”

を使用 させ るこ とで あ っ た が 、 1990 年代 初頭 、

こ の 目的 は 〈ほ ぼ〉 達 成 され た 。　 〈しか し〉長

年 の 習 慣 か ら 〈完全 に〉脱 却 で きたわ けで は な

く 、 〈今で も〉 日常生 活 に お け る 口 頭で の 物の

売 買や 路 上で の 商談 で は、市斤 ・市両 な どの 市

制 単位が 使わ れ て い る 場合が 往 々 に して あ る 。

但 し 、売買や交渉 を し て い る 当事者 ど うし も、

口 頭 で は市 斤 ・市 両 な どの 単位 を使 い は す る も

の の 、胸の 裡で は 、
一

市斤 は 500g 、
一

市両 は

50g とい う具合 に換 算 を して い る の が 常態 で あ

り 、 　 〈各人 が 基礎 とす る質量 単位 は 、 あ くま で

キ ロ グ ラ ム 制で あ るこ とか ら〉 売 買や取 引 に影

響 は 出て い ない
。 　 〈し か し〉 こ の よ うな習慣が

改 ま るに は 、更 に相 当 の 年月 が必 要 で あ ろ う。

3．圧 力 、応 力の 単位

　圧 力 お よび応 力 の 主 な単位 はパ ス カ ル （Pa）

で あ る。 現在で は 、 千 克力 毎平方厘 米 〈→ 重 量

キ ロ グ ラ ム 毎平方 セ ン チ メ ー トル 〉 （kgf／cm2 ）、

磅 力 毎 平 方英寸 〈→ 重 量 ポ ン ド毎 平 方 イ ン チ

（1bf／in2）、托 く→ トル 〉 （Torr）、巴 （→ バ ー

ル 〉　 （bar） 、標 準大気 圧 （atm ） 、工 程 大気圧

く→ 工 学気圧 〉　 （at ＞ 、米水 柱 〈→ 水 柱 メ
ー

ト

ル 〉　（mH20 ） 、 毫米水柱 〈→ 水柱 ミ リメ
ー

トル 〉

（  H20）、米 汞柱 〈→ 水銀柱 メ
ー トル 〉 （mHg ）、

亳米汞 柱 〈→ 水銀柱 ミ リメ
ー

トル 〉　 （mmHg ）な

どの 使 用 は 取締 の 対 象 とな っ て い る 。 圧 力 の 単

位 改制 に際 し て 最 も苦 心 した の は、計量器 具 を

改め る こ とで あ っ た 。　 くと言 うの も〉 製造用 圧

力 メ
ー

タ
ー

、標 準圧 力 メ
ー

タ
ー

、 ピ ス トン 式圧

力 計 の 普及 数 は膨大 で あ り 、 また安全 性 が 期待

され る分野 、医療衛生 業務か ら、数値 で 事 が決

せ られ る各 種業務に 至 るま で 、 　 〈上述 の〉 器 具

を使用 す る機 会が 少 な か らず存 した か らで ある 。

そ れ 故 、
こ れ らの 器 具 の 改正 は 慎重 を 期 さね ば

な らなか っ た が 、1990 年代ま で に は 無事終 え る
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こ とが で きた
。

　 人体 に用 い る 血圧 計の 改正 は 特 に 慎 重 を要 し

た 。 昨今、中国 で 最 も頻 繁 に 使用 され て い る血

圧 計 は台式血 圧 計 、 次は 血圧 メ
ー

タ
ー

で 、電子

血圧 計は 出 ま わ りは じめ たば か りで あ る 。 現在 、

血 圧 計 に は 、kPa と   Hg と い う 2 種 の 単位 に よ

る 目盛 が施 され て い るが 、最 小 目盛 は 、kPa単

位 な らば 0．5 （kPa） 、   Hg な らば 2 （  Hg） で

あ る。 同様 に、す べ て の 公 式 な 出版物や 血圧計

の 使用 説 明 書 ・技術資料な ど で は 、まず kPa 単

位 を用 い て 数値を表 し 、そ の 後 ろ に   Hg 単位 に

基づ く数値 を示す 、とい う形 式が 採 られ て い る 。

例 えば
“

12．OkPa （90  Hg）
”

とい っ た具 合 に で

あ る 。 そ の 他 の 非公 式な書 類 に つ い て は 、例 え

ば臨床 で 〈医 師が〉 通 常作成す る病歴 ・生活 習

慣 ・診 断 ・治療経過 な どを記録 す る カ ル テ で は 、

kPa 単位 と   Hg 単位の どち ら を使用 す るか は

〈医師 の 〉 任意 に委 ね られ て い る。将来 、  Hg

単位 は使 用 が 制限 され る だ ろ うが 、kPa 単位 と

  Hg 単位 と の 併 用状況 は、当分 の 間継続する模

様 で あ る 。

4．力 、 重力 の 単位

　力 と重力 の 主 な 単位 は ニ ュ
ー

トン （N）で あ る。

〈それ故 〉現 在 で は 、千 克力 〈→ 重量 キ ロ グ ラ

ム （kgf）、哺力 く→ 重 量 トン 〉　（tf ）、込 因 〈→

ダイ ン 〉 （dyn）な どの 単位 の 使 用 は 取締 の 対象

に な っ て い る。我 が国 で 広 く使わ れ て い た 力計

や材 料 試 験機 器 で は 、 従 来 、重 量 キ ロ グ ラ ム

（kgf）、 重 量 トン （tf ）をそ の 単位 と して い た 。

しか し現在で はす べ て ニ ュ
ー

トン （N）お よび そ

の 倍 数 単位 で あ る キ ロ ニ ュ
ー

トン （kN） 、メ ガ

ニ ュ
ー

トン （MN） へ と切 り替 っ て お り、そ の 移

行 作業 は既 に 完了 して い る。

5．エ ネル ギー、仕事 、 熱量 の 単位

　仕事 と は エ ネル ギ ー転 化 の 計 量値 を指 し 、 熱

量 もエ ネル ギ
ー

の
一

形 式 と見做 し得 る。それ故、

三 者 の 単位 は 共通 で 、主 な単位 は ジ ュ
ー

ル （J）
で あ る 。 現在で は 千克力米 く→ 重 量 キ ロ グラ ム

メ
ー

トル （kgf・m ）、尓格 く→ エ ル グ〉　（erg ）、

f 〈→ カ ロ リー〉　 （ca1 ）、千雫 〈→ キ ロ カ ロ リ

ー〉　 （kcal） な ど の 単位 の 使 用 は取締 の 対象 と

な っ て い る 。

6．磁束密 度の 単位

　磁 束密 度 の 主 な単位 は テ ス ラ （T）で ある。 〈そ

れ 故〉高斯 く→ ガ ウス 〉 （G）、伽馬 〈→ ガ ン マ 〉

（γ ）な どの 単位の 使用 は 取締の 対象 とな っ て

い る 。

　現行 の 計量機 器 生産 で は 、 テ ス ラ計 の み を扱

っ て お り 、 ガ ウ ス 計 は 〈もは や〉 生産 して い な

い 。　 〈ガ ウ ス か らテ ス ラ へ の 〉移行 段階 で は 1G

＝ O．1mT とい う換算関係 が 目安 とな っ て い た が 、

〈現在〉 動面板 上 の 単位 とそ の 範囲 の 改正 の 実

現が 待 た れ て い る。

7．粘度 の 単位

　粘度の 主 な単位 は パ ス カ ル 秒 （Pa・s）で あ り、

動粘 度 の 単位 は 二 次方 メ
ー

トル 毎秒 く→ 平 方 メ

ー トル 毎秒〉　 （m2 ／s ）で あ る。泊 〈→ ボ ア ズ〉

（P）、斯 ［托克 斯］　〈→ ス トー
ク ス 〉　（St）な

ど の 単位 の 使 用 は 取 締 の 対 象 とな っ て い る。

〈現在 〉 、厘 泊 く→ セ ン チ ボ ア ズ （cP ）お よび

厘斯 〈→ セ ン チ ス トー ク ス 〉 を単位 とす る粘度

計 の 改定 段 階 に あ り 、 1mPa・s ＝ 1cP、 1  2
／s ＝

1cSt とい う換算 関係 に基 づ き 、毫岶斯 k 秒 〈→

ミ リパ ス カ ル 秒 〉 （mPa ・s ）お よび 二 次方毫米毎

秒 〈→ 平方 ミ リメ ー トル 毎秒 〉 （mmZ ／s） へ の 切

り替 えを行 っ て い る が 、　 くこ れ は 〉実現 可能で

ある 。

8．土地面積 の 単位

　土地 資源は 国民経済 に と っ て 重要 な基 盤 で あ

る。況 し て や 農業 を躯 幹産 業 とす る 中国 に とっ

て は 、　 〈他の 国 に 比 して 〉 更 に重要 な意 義 を も

っ て い る。

　 （一 口 に〉 土 地 面積 の 計 量単位 を改革 す る と

言 っ て も、　〈実行 に あた っ て は 〉土 地 の 科学的

管理 とそ の 利用 法 、 農政 の 計 画 とそ の 遂 行 、 農
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作物 の 生 産量 の 見 積 と統計 、収穫 物か らの 徴 税

と その 概算、土 地 面積の 計量 と収 用 か ら 、 　 〈果

て は 〉 土地 の 利 用 に際 し て 民衆が どん な習慣 を

も っ て い るか と い う側 面 まで 勘案 しなけれ ば な

らない
。 それ 故国家は 、　 〈こ の 事業に対 して 〉

積極 的 な意欲 を堅持 しっ っ も、慎 重 な姿勢 と手

法 で 臨ん だ の で あ る 。 そ の 姿勢は 、国務院が 1984

年 2 月 27 日に発 布 した 《政令》の 中の
“
農 地 面

積 の 単位 の 改革に つ い て は 、精査 の 上で 方 案を

ま とめ る こ とが 肝要 で あ り、 しか る後 に 公布 す

べ きで あ る
”

と い う
一

文 か ら も看て 取 る こ と が

で きる 。
1990 年 12 月 28 日、国家技術 監督 局 ・

国家 土地 管理 局お よび農業部は 、 合 同で 《全 国

に お け る 土地 面 積 計 量 単位 の 改革 に 関す る 通

知》を発布 す る とともに、国内の 14 県 （市） を

選抜 し、試 験的 に 、新 た な単位制度 を実施 した 。

こ の 事業 は 難航 した が 、　 〈努 力の 甲斐 あ っ て 、

っ い に は〉 成功裡 に 終 っ た の で あ る。

　我 が 国 で は長 ら く市頃 ・市宙 ・市分 ・市厘 ・

市毫な ど の 、 い わ ゆ る市制 の 面積単位 が採 用 さ

れ て きた。換算 関係 は 1 市頃 ＝ 100 市 宙 ＝ 600 平

方尺 ＝60 平方 丈で あ り、1市分 ＝ 0．1 市 宙、1 市

厘 ＝O、・Ol 市宙 、1 市毫＝0，001 市宙 に お の お の

相 当す る 。 制度改変 の 結果 、　 ＜市制 単位 は 撤 廃

され 〉法 定計量 単位 と して 、 三 つ の 単位が新 た

に 設 け られ た 。 す なわ ち、

　平 方公 里 〈→ 平方キ ロ メ ー トル 、 100 万 平 方

　 　 メ
ー トノレ、km2＞

　公 頃 〈→ 1 万 平方 メ
ー

トル 、h皿
2
＞

　 平 方米 〈→ 平方 メ
ー トル 、m2 ＞

で あ る 。 こ れ らは
“

長 さ
”

の SI 基本 単位 で あ る

“
メ
ー

トル
”

に準拠 した もの で あ り 、 SI 単位か

ら導出 され た 単位 と見做 す こ とが で き る 。 こ れ

ら三 つ の 内 、 最 も使用頻度 が 高 い の は 1 万 平方

メ
ー トル （hm2）で あ り、こ の 単位に は

“

公 頃 ＝

ヘ ク ター
ル

”
とい う名 称 が 与 え られ て い るが 、

元来 ヘ ク タ
ー

ル とい う面積単位は 非 SI 単位 で

あ り、　 （我 が 国 の 〉 単位 分類 で は法定 計 量単位

の 中の 国家選 定 の 非 SI単位 に 区別 され る 。

　 〈面積 単位制度 の 改変 以後〉我が 国で は、
“
公

＝ ア
ー

ル
”

（a ）と い う単位名称お よ び 単位記 号

を採 用 して い な い 。それ 故 、ヘ クタール に関 し

て も 、 単位記 号 と し て
“

ha
”

を用 い ず 、 上 記 の

如く、　 〈メ
ー

トル 法 に則 っ て 〉
“

hm2
”

を使 用す

る の で あ る。

　 〈なお 〉既 述 した 〈1〜8 の 〉 単位 改 制以外 で

も、濃度 単位 の 改制 か ら電 離性 放射 に 関す る 単

位 の 改制 に至 る まで 、 所期の 目標水 準 が 達成 さ

れ た こ とを 附記 し て お く 。

　 国際 単位系 を採 用 した こ と、ま た国際 単位 系

を基 礎 とする 法定計量 単位 を 制定 ・施 行 した こ

とは 、中国 に と っ て 、　 〈対 内 的に は〉 工 業 ・農

業 ・科学 技術 ・国防 とい う四 部門 に 亘 っ て 現代

化 を遂げる と い う年来 の 目標 へ の 必 要条件 を満

た し た こ と を意味 し 、　 〈対 外 的に は〉 中国 の 計

量単位 が 世界 水準 へ と到達 した こ とを意 味 して

い た の で あ る 。
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